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Abstract

The present srudv Nas designed to determine whether the increment of serum
albumin was induced b! castrared male rats. Totar protein coflcentration oI blood serum
in castrated male rats showed lorver value than that in normal male rats. components of
serum protein were separated by cellulose acetate membrane electrophoresis. percentage
o{ albumin fraction of totar serum protein in castrated male rats was significantly greater
than that in normal rats. llowever serum albumin concentration in castrated male rat was
not signiflcantly different from that in normal rat. These results suggested that serum
albumin was not affected by castration.
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緒 言

著者らはこれまでに骨格筋の肥大に伴い,分子

量約 64醐 のタンパク質が,特異的に増加するこ

とを報告した。
1)こ のタンパ ク質は,ア ミノ酸組

成,電気泳動的挙動,免疫化学的解析の結果,ア

ルブミンであることが 判明した
1)。

第一報りで,

精巣除去したラットに,腱切除術によって筋作業

を負荷した結果,正常ラットと同様,筋の肥大が

認められたことを報告した。また,筋肉中のアル

プミンは,肥大筋で,著 しく増加した。 このアル

プミンの増加の出来については, これまでに,培

養実験の結果,筋で合成されてい る こ と力`判明

し,肥大筋での合成がさかんであることも確認し

た1)。 しかしながら,ア ルブミンが 血中から由来

する可能性は否定できない。そこで,著者らは ,

去勢による血清タンパク質への影響について検討

した。

実験方法

生後21日 目の WiSter系 の雄ラットを,日本生

物材料センターより購入した。去勢は,生後25日

目にネンブタール麻酔下で行った,ラ ットの数は

去勢群,正常群各 6匹 とした。

採血は,去勢して一週間後行なった。採血は ,

注射器を用い,直接′b臓から行った。血液を 31XXl

rpmで遠心した後上清を分離し,タ ンパク質の分

析に用いた。

血清総タンパ ク質は,BiOradの prOtein‐assay

kidを 用い測定した。標準液には,BSA(牛 血清

アルブミンーングマ社製)を用いた。試料として

は,血清を 50倍 ,も しくは,llXl倍 に稀釈した。

標準液,試料,お よび BlanII(生 理食塩水)の各

量は 50″1取 り dye reagent(5倍 稀釈)25 ml

を加えた。 5分間放置後, 595 nmで 吸光度を測

定した。

血清タンパク質は,電気泳動的にセルロースア

セテー ト膜を支持体として分画した。緩衝液は,

o∞Mベ ロナールナ トリウム緩衝液を用いた。染

色はポンソー3Rを用い行った。脱染は 1%酢酸

水溶液で行った。セルロースアセテー ト膜 lCmぁ

たり,0 6mA通電し,原点 より, アルプミンが 2

Cm移動した時,通電を終了した。その後,デ ンシ

トメトリ (525mm, スロット幅 6m)で行った。

結果

図 1は ,去勢群と正常群の血清総 タンパク質濃

度を測定したものである。正常群は,平均5133mg/

dl去勢群は 4617 mg/dlで あった。明らかに,去

勢群で血清総タンパ ク質濃度が低い値を示した。

図 2Aは正常群の血清タンパク質を電気泳動で

分画したものと,それをデンシメトリーしたもの

である。図 2Bは,去勢群のものである。

デンシメトリーで 5分画にわかれた各分画の割

合を示したものが図 3～ 図 7である。図 3の アル

プミン分画以外はすべて去勢群でその割合が減少

した。図 3は ,l■ぼ90%以上が,ア ルブミンを含

有する分画である。 この分画だけが,正常群に比

較して,その割合が増大した。しかしながら,総

タンパク質濃度中のアルブミンの濃度は,両群で

差がなかった。つまり,血清中のアルブミン濃度

は,去勢により影響をうけないことが判明した。

考察

血漿タンパ ク質の生理的役割はいくつかあげら

れる。たとえば血液の緩衝能はいくつかの系から

な りたっている。その中で血漿タンパク質の緩衝

能は,全体の 15%であるとされる。
つまた血漿タ

ンパク質中には,血液の凝固に関するものや,生

Fig. l. Effecr of orchiectomy otr total protein
concentration in rat serum.
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Fig. 2A
I. Cellulose-acetate membrane electrophoresis of serum

proteins in norntal rat.
Il. Electrophretograms of serum proteins traced bv a

densitometer in normal rat.

Fic. 28
l. Cellulose-acetate membrane electrophoresis o{ serum

proteins in castrated rat.
Il. Electrophoretograms of serum proteins traced by a

densitomeler in cast rated rat.
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Fig. 3. Effect of orchiectomy on albumin frac'
tion in rat serum ptotein.

Fig, 4. Effecct of orchiectomy on ar globulin
fraction in rat serum protein.

Fig. 5. Effect of orchiectomy on a, globulin
ftaction in rat serum Protein.

Fig. 6. Effect of orchiectomy on p globulin
fraction in rat serum protein.

Fig. 7. Effect of orchiectomy olt f globulin
fraction in rat serum protein.
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体防衛機構にかかわる抗体をもふくんでいる。さ

らに血漿タンパク質には,サイロキシン,ス テロ

イ ドホルモン,イ ンシュリンなどのホルモンと結

合し,標的は器へこれらのホルモンを運搬する機

能がある。ホルモンとの結合の意味は,これらの

ネルモンが腎の系球体から

「

過し去るのを防ぐと

同時に,組織が必要に応して活用できるように,

これらのホルモンを,血中に安定に保持すること

である。
4)

今回の去勢による実験で,血清総タンパタ質の

濃度は,去勢群で明らかに正常群に比べ減少 し

た。これらのタンパク質を電気泳動的に分離した

結果,正常群に比べ去勢群では,ア ルプミンを主

に合有する分画以外の分画での割合は,減少を示

した。アルプミンの分画以外はすべて,グ ロプリ

ンの画分である。このグロプリンの分画が,去勢

によって減少した。

γグロプリンは,免液グロプリンと呼ばれるよ

うに,抗体としての機能をもつ。Medawarら 4)は
,

オスのマウ
^の

睾丸を摘除した後,化学発癌腫瘍

や同系移植腫瘍に対し,マ ウスの抵抗を著しく増

加させると報告している。この効果は,ア ンドロ

ジエンの除去によるものであるとしている。

今回の実験では,γ グロプリン分画を,構成す

るタンパク質 (lgC,IgA,IgM,IgD,IgE)な ど

を分離定量していないので,今後,去勢により減

少したγグロプリン分画の各タンパク質を,分離

定量し検討したい。

アルブミンの画分は,主にアルブミンで構成さ

れている。このアルプミンは,主に肝臓で産生さ

れている。今回,ア ルプミンの分画は,去勢群で

は正常群に比べ,有意に増加した。 しか しなが

ら,その血中濃度は,正常群とはぼ同様であり,

去勢の影響はないものとおもわれる。肝臓でのア

ルプミン合成の誘導は,イ ンシュリン,コ ルチゾ

ール,サイクリックAMPな どによって行われる

ことから,血漿の各タンパク質は特定のホルモン

によって制御されるものと思われる。

このアルブミンの生理的機能については,ま だ

不明な所が多い。著者らは,筋肥大時に筋中に増

加するアルプミンは,筋を構成するタンパク質分
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解のインヒビターとしての作用があることを報告

したの
。今回の実験においては, 去勢に よる, 血

中のアル ブミン濃度に変化がないことから,テ ス

トステロンは,ア ルプミンの代謝に影響がない も

の と示唆 された。 アル プ ミンの筋への取 り込みの

機構や,さ らにアル ブ ミン合成機構について今後

検討したい。

まとめ

著者 らは,筋の肥大に伴ない特異的に分子量約

641X10の タンパ ク質 (ア ル ブ ミン)が 筋肉中に増加

す ることか ら,そ の出来について検討 している。

そ こで今回は,精巣除去の血清 アル プ ミンに対

す る影響 と,同時に血清 グロプリンに対す る影響

について検討 した。

1)血 清総 タンパ ク質濃度は,精巣除去により正

常 ラットに比べて減少を示 した。

2)血 清総 タンパ ク質をセル ロー
^ア

セテー ト膜

を支持体 として電気泳動 した結果,去勢群で

のアル ブ ミン分LIの割合は,正常 ラットに比

較 し増加 した。 しかし血中の濃度は,正常群

と比較 した結果,差がなかった。

3)去 勢群での各グロプリン分画の割合,血中濃

度は,正常 ラ ットと比較 し低い値を示 した。

以上の結果,ア ル ブミンの血中濃度は,精巣

除去の影響を受けない ことが示唆された。
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